
宇城市議会だより 2宇城市議会だより3

●
地
域
振
興
基
金
条
例

　

市
の
振
興
及
び
地
域
活
性
を
図

る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

●
自
転
車
放
置
防
止
条
例

　

駅
周
辺
の
美
化
及
び
公
共
の
場

所
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
に

対
処
す
る
た
め
、制
定
す
る
も
の
。

● 

公
共
施
設
の
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
条
例

　

市
が
所
有
又
は
管
理
す
る
行
政

財
産
を
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
行

為
に
対
し
て
使
用
さ
せ
な
い
た

め
、
制
定
す
る
も
の
。

● 

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

会
条
例

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た

活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

● 

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入

に
伴
い
、
制
定
す
る
も
の
。

●
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例

　

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
当
該
計
画
及
び
環
境
基
本
条

例
に
基
づ
き
行
政
、
市
民
、
業
者

の
３
者
の
協
働
に
よ
り
、
生
活
環

境
の
改
善
を
行
う
た
め
、
制
定
す

る
も
の
。

● 

空
き
地
等
の
適
切
な
管
理
に
関

す
る
条
例

　

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
当
該
計
画
及
び
環
境
基
本
条

例
に
基
づ
き
生
活
環
境
の
改
善
を

図
り
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

● 

市
立
保
育
所
の
延
長
保
育
事
業

及
び
一
時
保
育
事
業
利
用
者
負

担
金
徴
収
条
例

　

延
長
保
育
料
及
び
一
時
保
育
料

を
負
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
た

め
、
制
定
す
る
も
の
。

● 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利

用
者
負
担
金
徴
収
条
例

　

学
童
保
育
料
を
負
担
金
と
し
て

徴
収
す
る
た
め
、制
定
す
る
も
の
。

陳
　

　

情

●
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
真
の
解
決

　
と
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
菊

　
池
恵
楓
園
の
存
続
、
医
療
・
福

　
祉
の
充
実
を
国
に
求
め
る
意
見

　
書
採
択
の
陳
情
書

提
出
者　

菊
池
恵
楓
園
入
所
者
自
治
会

菊
池
恵
楓
園
の
将
来
を
考
え
る
会

　
　
　
　

会　

長　

工
藤
昌
敏
氏

趣
旨　
開
か
れ
た
療
養
所
の
将
来

を
創
り
、
入
所
者
に
終
生
の
在
園

保
障
等
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
真

の
解
決
を
図
る
た
め
次
の
３
点
の

制
度
確
立
を
お
願
い
す
る
。

一　

 「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
」

を
制
定
す
る
こ
と
。

二　

 

国
会
決
議
に
基
づ
き
、
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
の
医
療
、
看

護
、
介
護
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
。

三　

 

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
統
廃

合
せ
ず
、
入
所
者
、
職
員
、

地
元
住
民
な
ど
関
係
者
の
意

見
を
尊
重
し
、
地
域
・
国
民

の
た
め
の
医
療
・
介
護
施
設

等
と
し
て
広
く
開
放
す
る
こ

と
。

結
果　
採
択

● 

障
害
児
保
育
の
財
源
確
保
の
要

望
書

提
出
者　

社
団
法
人
熊
本
県
保
育
協
会

　
　
　

理
事
長　

塚
本
美
津
代
氏

宇
城
保
育
園
連
盟

　
　
　

会　

長　

石
川　

洋
一
氏

趣
旨　
障
害
児
保
育
に
関
す
る
市

町
村
の
地
方
交
付
税
措
置
が
、
少

子
化
対
策
費
と
し
て
拡
充
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
次
の
３
点
に
つ
い
て

お
願
い
す
る
。

一　

 

障
害
児
保
育
事
業
を
廃
止
す

る
こ
と
な
く
継
続
す
る
。

二　

 

こ
れ
ま
で
の
熊
本
県
軽
度
障

害
児
保
育
事
業
及
び
熊
本
県

障
害
児
保
育
円
滑
化
事
業
に

相
当
す
る
障
害
児
保
育
事
業

を
廃
止
す
る
こ
と
な
く
継
続

す
る
。

三　

 

加
配
の
基
準
を
改
善
す
る
こ

と
、
障
害
児
２
名
に
つ
き
１

名
の
保
育
士
と
す
る
。

結
果　
採
択

　

平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
第
一
次
総
合
計
画
の
着
実

な
推
進
を
基
本
と
し
な
が
ら
、「
環

境
・
健
康
・
教
育
」
の
３
Ｋ
政
策

の
更
な
る
推
進
と
「
雇
用
・
観
光
」

の
２
Ｋ
政
策
の
新
た
な
取
組
み
を

始
め
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
地
域
や
市
民
の
要
望
、

諸
課
題
に
取
り
組
む
な
ど
、
将
来

の
宇
城
市
を
展
望
し
た
取
組
み
に

つ
い
て
、
重
点
的
な
予
算
配
分
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
本
年
度
に
実

施
し
た
各
行
政
区
の
要
望
事
項
に

つ
い
て
は
、
４
億
円
程
度
の
財
源

を
確
保
し
て
、
で
き
る
限
り
要
望

に
応
え
る
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、「
行
政
改
革
・
財
政
改
革
・

意
識
改
革
」
の
三
大
改
革
の
取
組

み
を
一
層
加
速
さ
せ
、
歳
入
、
歳

出
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
効
率
的
で
持
続

可
能
な
行
財
政
体
質
へ
の
転
換
を

図
る
と
と
も
に
、
真
に
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え

た
「
行
財
政
改
革
」
を
実
施
す
る

と
い
う
方
針
に
お
い
て
、
本
年
度

の
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

予
算
の
規
模
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比

１
・
０
％
増
の
２
５
０
億
１
６ 

９
万
２
千
円
と
し
て
い
る
。
そ

の
主
な
財
源
と
し
て
は
、
市
税

が
58
億
１
２
９
１
万
７
千
円
（
対

前
年
度
比
３
・
５
％
増
）、
地

方
交
付
税
95
億
２
０
０
０
万

円
（
同
４
・
２
％
増
）、
地
方
債

24
億
４
４
３
０
万
円
（
同
11
・
７

％
減
）、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

５
億
１
６
０
１
万
４
千
円
（
同

45
・
４
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
等
の
４
つ
の
保
険

事
業
合
計
に
つ
い
て
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
が
県
広
域
連
合
に
移
行

し
た
た
め
１
４
３
億
７
０
０
０
万

円
（
同
31
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
な
ど
の
４
事

業
合
計
は
、
高
利
率
償
還
の
借
換

債
発
行
の
た
め
52
億
２
０
０
０
万

円
（
同
26
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
施
政
方
針
か
ら
引
用
）

第1回宇城市議会（定例会）のあらまし
　平成２０年第１回定例会が、２月２１日の開会から３月１７日までの２６日間にわたって開
催された。
　今定例会への提出議案は、人事案件６件、条例案件２５件、予算案件２０件、その他３件の
５４議案のほか議員提出議案２件が上程され、審議の結果、すべて原案どおり可決した。可決
された主な議案の内容は次のとおりである

平成20年度宇城市各会計当初予算

会計名 予算額

一般会計 25,001,692

特 

別 

会  

計

国民健康保険 8,077,563

老人保健 773,383

後期高齢者医療 648,274

介護保険 4,872,463

奨学金 23,064

簡易水道事業 351,367

農業集落排水事業 286,485

公共下水道事業 2,247,376

企 

業 

会 

計

水道事業 2,333,891

市民病院事業 520,473

　（単位：千円）

　※企業会計については、収益的支出と資本的支出の合計

園庭を元気に走りまわる園児

歳　　入

依
存
財
源

自
主
財
源

繰入金
787,096

地方消費税交付金
580,000

地方消費税交付金
550,000

地方消費税交付金
580,000

地方消費税交付金
550,000

県支出金
1,635,865

市債
2,769,500

国庫支出金
1,925,074

地方交付税
9,140,000

県支出金
2,069,383

繰入金
787,096

市債
2,444,300

国庫支出金
1,794,128

地方交付税
9,520,000

30,000,000

25,000,000

20,000,000

15,000,000

10,000,000

5,000,000

0
平成19年度 平成20年度

市税
5,812,917

市税
5,616,212

市税
5,812,917

市税
5,616,212

繰入金
1,101,424
繰入金

1,101,424

歳　出（性質別）

任
意
的
経
費

任
意
的
経
費

物件費 
2,271,181

30,000,000

25,000,000

20,000,000

15,000,000

10,000,000

5,000,000

0

繰出費 
2,984,636

扶助費 
3,474,391

公債費
 3,789,386

扶助費 
3,544,242

公債費 
4,164,925

扶助費 
3,474,391

公債費
 3,789,386

平成19年度 平成20年度

補助費等 
2,917,520

普通建設事業費
 3,610,668

物件費
2,185,876

繰出費
 2,476,464

扶助費 
3,544,242

公債費 
4,164,925

補助費等
 3,631,714

普通建設事業費 
3,212,600

人件費 
5,476,715
人件費 

5,476,715
人件費 

5,523,566
人件費 

5,523,566

予
　

　

算

条
　

　

例




